
平成２６年度

湯浅町立 湯浅中学校

学 校 要 覧（抜粋）

住所 〒 643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅１８１５

TEL ０７３７－６３－５５３１

FAX ０７３７－６４－０８２１

Ｅ-mail yuasa-j@oregano.ocn.ne.jp



平成２６年度 湯浅町立湯浅中学校学校経営方針（グランドデザイン）

重 点 目 標

学 校 教 育 目 標

と も に 伸 び る

～仲間とともに伸びる・家族とともに伸びる・地域とともに伸びる～

目指す学校像（スローガン）

当たり前のことが 当たり前以上にできる学校

目指す生徒像
・真理を追究し、意欲的に学習する生徒。

・何事もよく考え、自分の意見を表現できる生徒。

・勤労を愛し、自主的に行動できる生徒。

・豊かな心情を持ち、互いに協力する生徒。

・心身ともに健康で、たくましい生徒。

教職員に求める基礎基本

・専門家としての力量

・主体性、行動力、実践力

・健康、笑顔

知育

○基礎学力の定着
○キャリア教育の充実
○言語活動の充実

《具体的な取組》

・わかる、魅力ある授業
・補習、家庭学習の充実
・適切な進路学習
・職場体験、保育体験
・修学旅行、社会見学
・表現機会のある集会
・部活動の充実
・読書の推進

徳育

○道徳教育の推進
○奉仕活動の推進
○ 生 徒 会 活 動 の 活 発 化

《具体的な取組》

・道徳の時間の充実
・人権学習
・いじめ防止の学習
・奉仕活動の推進
・委員会活動
・文化祭、体育祭
・挨拶運動
・一貫した生徒指導

体育

○体力向上
○食育の推進
○生活習慣の向上

《具体的な取組》

・ 体 力 を つ け る 体 育 授
業

・朝食推進
・給食の完食指導
・健康、保健指導
・清掃活動
・基本的生活習慣
・教育相談

地域に開かれた学校・信頼される学校
○積極的な学校公開 ○学校評価 ○ホームページ ○地域や関係機関連携
○各種通信による情報発信 ○幼保小中連携 ○地域行事への参加
○新入生保護者説明会 ○学校評議員会 ○ともにギャラリー
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沿 革
･昭和 22 年 5 月 開校式 湯浅中学校、田栖川中学校として発足

･昭和 36 年 3 月 湯浅中学校と田栖川中学校が統合 新しく湯浅中学校として発足

生徒数１２６３名 教諭４２名

･昭和 39 年 4 月 湯浅中学校新校舎開校式

･昭和 60 年 11 月 文部省指定生徒指導研究発表

･平成 8 年 9 月 新体育館竣工式

･平成 12 年 10 月 木のぬくもり事業の教育･進路相談室完成

･平成 19 年 4 月 地域自立･民間活用型キャリア教育プロジェクト指定

･平成 20 年 4 月 生徒指導総合連携推進事業（平成２０・２１年度指定）

･平成 23 年 2 月 平成新校舎完成式

･平成 23 年 4 月 命の教育推進事業に係る研究指定校

･平成 24 年 1 月 有田地方教育委員会連絡協議会指定道徳教育推進事業研究発表会

･平成 24 年 2 月 第２回和歌山県教育実践研究大会で研究成果を発表

･平成 24 年 4 月 和歌山県道徳教育総合支援事業研究協力校指定

･平成 25 年 2 月 第３回和歌山県教育実践研究大会で研究成果を発表

･平成 25 年 4 月 和歌山県学力向上推進校事業指定

･平成 26 年 4 月 和歌山県学力向上推進校事業指定

･平成 26 年 5 月 新プール完成

本年度の研究主題
『生徒から「わかる」「楽しい」「力がついた」と言って

もらえる授業の創造』
【主題設定の理由】
われわれは教育の専門家であり、その中心は「授業」である。

授業力があるということは、教科内容を理解していること、生徒を理解して

いること、生徒に伝え理解させる効率的な方法をもっているということである。

もちろん教師の独りよがりであってはならない。

授業力のある教師の授業、良い授業は、生徒から「よくわかる」「楽しい」「先

生の授業が楽しみ」「成績が伸びた」といってもらえる。第一の評価者は生徒

である。

また、授業はまずいが生徒指導はうまいとか、学級経営は苦手だが部活動の

指導で生徒の心をつかんでいるということも有り得ない。すべて同じ教育的力

量がベースになっているからである。

したがって、授業力の向上という、教育の真正面の入り口から入り、力量を

向上させることは、他の教育活動に関わる力量を高めることにつながるのであ

る。

若い教員が多い中、この課題に全力で取り組み、競って研究と修養に励むこ

とは、本人の財産となるばかりか、その恵沢は生徒の幸福につながり、学校発

展につながることを確信し主題を設定した。
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生徒数 （４月８日現在）

学 年 男 子 女 子 計

１ 年 ６１（１） ６４ １２５（１）

２ 年 ６４（３） ４９（１） １１３

３ 年 ６８ ６５ １３３

全 学 年 １９３（４） １７８（１） ３７１（５）

（ ）の数字は特別支援学級の生徒数＜内数＞

＊普通学級は各学年４学級、特別支援学級は２学級。

主な行事
4 月 対面式、クラブ紹介、授業参観、選手権大会、全国学力学習状況調査

5 月 授業参観・懇談会・ＰＴＡ総会 体力テスト 体育祭、中間テスト

6 月 生徒総会、生徒会役員改選

7 月 期末テスト、有田地方中学校総合体育大会、三者面談

9 月 授業参観・各説明会、校外学習

10 月 修学旅行（３年）、職場体験学習（２年）、防災学習（１年）

中間テスト、有田地方中学校新人大会

11 月 文化祭、進路説明会（３年）

12 月 期末テスト、生徒会役員改選、三者面談

1 月 新入生保護者説明会、有田地方駅伝大会

2 月 学年末テスト

3 月 卒業式

クラブ活動
＜運動部＞

・陸上競技部 ・野球部 ・ソフトボール部 ・サッカー部

・テニス部 ・バレーボール部 ・バスケットボール部

・バドミントン部 ・卓球部 ・剣道部 ・柔道部 ・水泳部

・駅伝部（期間限定）

＜文化部＞

・音楽部 ・美術部 ・英語部 ・囲碁将棋部 ・家庭部

・太鼓部






